
学級活動の進め方  

 

 

１．（
ふく

副）「１．
はじ

始めの
こと

言
ば

葉」  

    （
ぎ

議）「これから第
だい

（  ）
かい

回
がつ きゆ うか つ どう

学 級 活 動を
はじ

始めます。
き

気をつけ、れい」  

 

２．（
ふく

副）「２．
やく わり

役 割のしょうかい」  

    （
ぎ

議）「
わた し

私 は
ぎち よう

議 長の（     ）です。よろしくお
ねが

願いします。」  

          「
わた し

私 は
ふく ぎち よう

副議長の（     ）です。よろしくお
ねが

願いします。」  

           「
わた し

私 は
こく

黒
ばん

板
し よ き

書記の（     ）です。よろしくお
ねが

願いします。」  

          「
わた し

私 はノート
しよ

書
き

記の（     ）です。よろしくお
ねが

願いします。」  

 

３．（
ふく

副）「３．
ぎ だ い

議題の
かく にん

確 認」  

    （
ぎ

議）「
き よ う

今日の
ぎ

議
だい

題は（            ）です。」  

 

４．（
ふく

副）「４．
てい あん

提 案
り ゆ う

理由の
せつ めい

説 明、
しつ もん

質 問」  

    （
ぎ

議）「
てい

提
あん

案
り

理
ゆう

由を
てい あん しや

提案者の（     ）さん
はつ

発
ぴよ う

表 してください。」  

    （
ぎ

議）「ありがとうございました。
いま

今の
てい

提
あん

案に
しつ

質
もん

問はありますか。」  

    （
ふく

副）「
せん

先
せい

生から
なに

何かお
はな し

話 はありますか。」  

  
しつ

質
もん

問があれば  

    （
ふく

副）「（     ）さん」  

  （
しつ

質
もん

問
しや

者）（例）「どうして・・・なのですか。」  

          「どんなとき・・・なのですか。」    など  

   （
ぎ

議）「
てい

提
あん

案
しや

者の（     ）さん、
こた

答えてください。」  

   （
ぎ

議）「（
しつ

質
もん

問
しや

者の
な

名
まえ

前）さん、どうですか。」  

   （
しつ

質
もん

問
しや

者）「はい、分かりました。」など  

  （
ぎ

議）「ほかにありますか。」  

   （
ふく

副）「
せん

先
せい

生から
なに

何かお
はな し

話 はありますか。」  

 

５．（
ふく

副）「５．話
はな

し
あ

合い」  

    （
ぎ

議）「それでは
がつ

学
きゆ う

級
かつ

活
どう

動ノートに
か

書かれてある
じゆ ん

順 に
はな

話し
あ

合います。まず
はじ

始めに 

     （      ）についてです。
い

意
けん

見を
はつ

発
ぴよ う

表 してください。」  

    （
ふく

副）「（     ）さん」  

 

 

 

 

 



 

 ☆  
じよ う

上
ず

手に
は な

話し
あ

合うために☆   

 ◎
わ

分かりづらい
い

意
けん

見の
とき

時は、
ぎ

議
ちよ う

長 の
わ

分かったところまで
き

聞いて
たし

確かめる。  

  （
ぎ

議）「（    ）さん、
いま

今の
い

意
けん

見は（      ）ということですか。」  

 ◎
ぎ

議
ちよ う

長 が
たし

確かめられない
とき

時は、もう
いち

一
ど

度くわしく
せつ

説
めい

明してもらう。  

  （
ぎ

議）「（    ）さん、よく
わ

分からなかったので、すみませんがもう
いち

一
ど

度  

         くわしく
せつ

説
めい

明してください。」  

 ◎
ちい

小さい
こえ

声で
き

聞こえなかったら、もう
いち

一
ど

度
い

言ってもらう。  

  （
ぎ

議）「（    ）さん、よく
き

聞こえなかったので、すみませんがもう
いち

一
ど

度  

         
い

言ってください。」  

 ◎まだ
い

意
けん

見を
き

聞きたいが、
て

手を
あ

挙げる
ひと

人が
すく

少ない
とき

時は、まわりの
ひと

人と
はな

話し
あ

合わせる。  

  （
ぎ

議）「まわりの
ひと

人と
はな

話し
あ

合って
かん が

考 えをまとめてください。」  

       ～１
ぷん

分くらいたってから～  

  （
ぎ

議）「そろそろ
い

意
けん

見を
はつ

発
ぴよ う

表 してください。」  

 ◎
て

手を
あ

挙げる
ひと

人がいつも
おな

同じ
とき

時は、
て

手を
あ

挙げていない
ひと

人にも
い

意
けん

見を
き

聞いてみる。  

 

 

６．（
ふく

副）「６．クラスの
かん が

考 えをまとめる、
き

決める」  

（
ぎ

議）「いろいろな
い

意
けん

見が
で

出ましたが、クラスとしての
かん が

考 えをまとめます。  

      
なに

何か
い

意
けん

見はありますか。」  

     ※
さま

様
ざま

々な
い

意
けん

見を
みと

認め
あ

合い、
お

折り
あ

合いをつけて
しゆ う

集
だん

団としての
い

意
けん

見をまとめる。  

       

（
ぎ

議）「話
はな

し
あ

合いの
けつ

結
か

果、（  ）に
き

決まりました。」  

  

７．（
ふく

副）「７．
き

決まったことの
かく

確
にん

認」  

    （
ぎ

議）「ノート
しよ

書
き

記の（   ）さん、お
ねが

願いします。」  

 

 

８．（
ふく

副）「８．
せん

先
せい

生の
はな し

話 」  

    （
ぎ

議）「
せん

先
せい

生、お
ねが

願いします。」  

 

９．（
ふく

副）「９．
お

終わりの
こと

言
ば

葉」  

    （
ぎ

議）「これで第
だい

（  ）
かい

回学
がくきゆ う

級
かつ

活
どう

動を
お

終わりにします。
き

気をつけ、れい」  


